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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)

【公開番号】特開2021-36883(P2021-36883A)
【公開日】令和3年3月11日(2021.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2021-013
【出願番号】特願2020-186004(P2020-186004)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/62     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｎ  15/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/76     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/62     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｋ   14/725    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/12     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/76     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月16日(2021.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｉ）所定の抗原に結合し得る細胞外ドメインと、ｉｉ）膜貫通ドメインと、ｉｉｉ）イ
ンターロイキン受容体鎖の細胞質ドメインおよび外因性シグナル伝達転写活性化因子（Ｓ
ＴＡＴ）３関連モチーフを含んでなるＣＤ３ζ細胞内シグナル伝達ドメインを含んでなる
細胞内セグメントとを含んでなる、キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
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【請求項２】
　前記インターロイキン受容体鎖の細胞質ドメインが、チロシンキナーゼ関連モチーフお
よびＳＴＡＴ関連モチーフを含んでなる前記細胞質ドメインの末端切断フラグメントであ
る、請求項１に記載のＣＡＲ。
【請求項３】
　前記インターロイキン受容体鎖が、インターロイキン２受容体（ＩＬ－２Ｒ）β鎖およ
びインターロイキン２１受容体（ＩＬ－２１Ｒ）α鎖からなる群から選択される、請求項
１または２に記載のＣＡＲ。
【請求項４】
　前記細胞外ドメインが、所定の抗原に結合し得る抗体の抗原結合領域である、請求項１
～３のいずれか一項に記載のＣＡＲ。
【請求項５】
　前記抗体の抗原結合領域が、前記抗体の一本鎖可変フラグメントである、請求項４に記
載のＣＡＲ。
【請求項６】
　前記膜貫通ドメインが、ＣＤ２８膜貫通ドメインおよびＣＤ８膜貫通ドメインからなる
群から選択される、請求項１～５のいずれか一項に記載のＣＡＲ。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のＣＡＲをコードするポリヌクレオチドを含んでな
る核酸。
【請求項８】
　前記核酸がＣＡＲをコードし、さらにＮ末端にシグナルペプチドをコードする、請求項
７に記載の核酸。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の核酸を含んでなるベクター。
【請求項１０】
　請求項１～６のいずれか一項に記載のＣＡＲを発現し、および／または請求項７もしく
は８の核酸または請求項９のベクターでトランスフェクトまたは形質導入された細胞。
【請求項１１】
　請求項１～１０いずれか一項に記載のＣＡＲ、核酸、ベクターまたは細胞と場合により
薬学上許容可能な賦形剤とを含んでなる組成物。
【請求項１２】
　請求項７もしくは８に記載の核酸または請求項９に記載のベクターで細胞を形質導入す
る、請求項１０に記載の細胞の作製方法。
【請求項１３】
　ａ）哺乳動物から免疫細胞を単離すること（場合により、前記免疫細胞はＴ細胞である
）；
　ｂ）単離された免疫細胞（場合により、Ｔ細胞）を、請求項１～６のいずれか一項に記
載のＣＡＲをコードする核酸でトランスフェクトまたは形質導入すること；および
　ｃ）場合により、トランスフェクションまたは形質導入後にＣＡＲ発現細胞（場合によ
り、ＣＡＲ発現Ｔ細胞）を単離し、および／または拡大培養すること
を含んでなる、請求項１２に記載の細胞の作製方法。
【請求項１４】
　疾患を治療もしくは予防するための、および／または対象において所定の抗原を発現す
る細胞の数を減らすための医薬品の製造における、請求項１～１１のいずれか一項に記載
のＣＡＲ、核酸、ベクター、細胞または組成物の使用。
【請求項１５】
　哺乳動物において抗腫瘍免疫を提供するための、請求項１４に記載の使用。
 


	header
	written-amendment

